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田
龍
通
信

＊
執
筆
者
紹
介
（
執
筆
順
）

北
村
良
和
愛
知
教
育
大
学
助
教
授

櫻
井
龍
彦
中
京
大
学
助
教
授

大
形
徹
大
阪
府
立
大
学
助
教
授

佐
藤
一
好
大
阪
教
育
大
学
助
教
授

杉
山
一
也
京
都
教
育
大
学
等
非
常
勤
講
師

神
林
裕
子
大
阪
大
学
大
学
院
学
生
（
日
本
学
術
振
興
会
・

特
別
研
究
員
）

＊
本
号
は
、
本
来
な
ら
ば
平
成
五
年
三
月
に
刊
行
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
諸
種
の
事
情
で
平
成
五
年
度
に
延
び
て
し
ま
っ
た
。

執
筆
者
な
ら
び
に
会
員
諸
氏
に
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
る
。

＊
今
年
度
は
、
本
号
以
後
、
九
月
に
辰
号
、
平
成
六
年
三
月
に

宿
号
と
、
計
三
回
、
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。

＊
本
誌
の
刊
行
に
つ
い
て
、
儒
教
文
化
研
究
振
興
会
な
ら
び
に

市
川
国
際
奨
学
財
団
か
ら
、
多
大
の
御
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
申
し
あ
げ
る
。

＊
大
阪
大
学
文
学
部
に
比
較
文
学
講
座
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
教

授
（
含
大
学
院
）
と
し
て
福
島
吉
彦
・
大
阪
大
学
教
養
部
教

授
が
着
任
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
教
授
の
従
来
の
大
阪
大
学

大
学
院
の
併
任
教
授
（
中
国
哲
学
）
の
任
は
三
月
三
十
一
日

付
を
も
っ
て
終
っ
た
。
こ
の
比
較
文
学
講
座
は
、
実
質
的
に

は
、
中
国
文
学
と
近
代
日
本
文
学
と
の
併
立
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
長
年
、
大
阪
大
学
文
学
部
に
欠
け
て
い
た
中
国
文
学

の
専
攻
が
可
能
と
な
っ
た
。
今
後
、
中
国
哲
学
講
座
と
協
力

し
あ
う
こ
と
と
な
る
。

＊
研
究
室
の
異
動
。
杉
山
一
也
助
手
は
任
期
満
了
の
た
め
三
月

三
十
一
日
付
を
も
っ
て
辞
任
し
た
。
中
部
地
区
の
某
私
大
が

申
請
中
の
新
設
学
部
ス
タ
ッ
フ
に
選
考
さ
れ
て
お
り
、
今
年

度
に
正
式
認
可
さ
れ
る
と
、
平
成
六
年
四
月
一
日
に
赴
任
の

予
定
で
あ
る
。
そ
の
間
、
同
私
大
や
京
都
教
育
大
学
等
の
非

常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
す
る
。
後
任
助
手
は
南
昌
宏
（
大
阪

大
学
大
学
院
学
生
）
で
あ
る
。

＊
昨
秋
、
故
森
三
樹
三
郎
名
誉
教
授
の
七
回
忌
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
供
養
と
し
て
森
美
佐
尾
未
亡
人
か
ら
研
究
室
に
高
額
の

御
寄
付
を
添
け
な
く
し
た
。
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
申
し

あ
げ
る
。
こ
の
御
寄
付
は
、
当
分
、
研
究
室
が
そ
の
ま
ま
預

り
、
森
先
生
を
記
念
す
る
方
向
で
そ
の
使
途
を
考
慮
中
で
あ

る
。
な
お
、
森
先
生
の
御
遺
稿
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
橋
本
氏

に
御
寄
稿
を
願
っ
て
お
り
、
次
号
に
登
載
の
予
定
で
あ
る
。
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＊
市
川
国
際
奨
学
財
団
の
研
究
助
成
金
「
テ
ー
マ
・
・
中
国
に
お

け
る
「
百
科
全
書
」
の
総
合
的
研
究
」
は
、
平
成
四
年
度
に

続
き
、
平
成
五
年
度
も
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私

が
代
表
と
し
て
総
合
研
究
を
進
め
て
い
る
。

＊
日
本
中
国
学
会
第
四
十
五
回
大
会
は
、
大
阪
大
学
が
準
備
会

を
担
当
す
る
。
九
月
二
十
五
日
（
土
）
・
ニ
十
六
日
（
日
）
、

応
町
市
文
化
会
館
に
お
い
て
行
な
う
。
準
備
会
は
、
す
で
に

組
織
を
作
り
、
日
程
・
予
算
を
組
み
、
準
備
を
進
行
中
で
あ

る
。
大
会
の
特
色
は
、
（
一
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
（
二
）
学

術
参
考
ビ
デ
オ
放
映
、
（
三
）
大
阪
大
学
所
有
の
「
適
塾
」

の
参
観
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
日
本
中
国
学
会
創
立
以
来
、

昨
年
の
大
会
ま
で
四
十
四
年
間
、
大
阪
大
学
は
大
会
を
担
当

し
て
こ
な
か
っ
た
。
諸
般
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
回
、
始
め
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奇
し
く
も
今
年

度
は
前
記
の
よ
う
に
実
質
的
に
中
国
文
学
専
攻
の
講
座
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
記
念
の
意
味
を
含
め
て
、

か
つ
、
昨
年
ま
で
担
当
し
て
こ
ら
れ
た
諸
大
学
の
辛
苦
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
全
力
投
球
し
た
い
。

学
外
に
会
場
を
求
め
た
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
で
あ

る
。
（
一
）
民
間
団
体
で
あ
る
日
本
中
国
学
会
が
例
年
の
会

期
・
規
模
で
国
有
財
産
で
あ
る
大
阪
大
学
に
会
場
を
求
め
る

と
、
使
用
料
と
し
て
約
十
二
万
円
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
二
）
昨
年
度
か
ら
公
的
機
関
は
土
曜
閉
庁
と
な
り
、

電
話
交
換
手
が
不
在
と
な
る
た
め
、
土
・
日
と
も
に
電
話
が

使
え
な
い
。
そ
こ
で
電
話
を
レ
ン
タ
ル
す
る
と
、
一
週
間
単

位
の
契
約
の
た
め
、
使
用
料
を
含
め
て
約
五
万
円
が
必
要
で

あ
る
。
（
三
）
大
阪
大
学
文
学
部
だ
け
で
は
、
大
き
な
会
場

が
一
個
所
し
か
な
い
た
め
、
法
学
部
・
経
済
学
部
あ
る
い
は

教
養
部
か
ら
大
き
な
会
場
を
も
う
一
っ
借
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

す
る
と
、
会
場
が
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
相
互
連
絡
が
不
便
で
印

あ
る
。
ま
た
、
他
学
部
の
施
設
を
借
り
る
こ
と
は
、
儀
礼
上
、

el

応
分
の
御
挨
拶
が
必
要
で
あ
る
し
、
も
ち
ろ
ん
、
清
掃
•
火

災
等
一
切
の
使
用
責
任
を
負
う
。
（
四
）
大
阪
大
学
近
辺
に

商
店
は
な
く
、
弁
当
を
求
め
な
い
会
員
は
（
生
協
食
堂
は
休

業
で
あ
り
）
大
学
か
ら
片
道
十
五
分
の
山
道
を
往
復
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
（
五
）
対
象
と
す
る
特
定
教
室
を
検
分
し

た
が
、
大
体
に
お
い
て
汚
れ
が
め
だ
つ
。
（
六
）
大
阪
大
学

所
有
の
適
塾
ま
で
の
往
復
距
離
が
遠
く
て
、
参
観
に
不
便
で

あ
る
。
（
七
）
会
員
の
宿
泊
所
は
、
結
局
は
、

J

R
大
阪
駅

や
阪
急
梅
田
駅
を
基
点
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
こ
か
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ら
の
距
離
の
便
利
さ
を
考
え
る
べ
き
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
前
記
の
会
館
に
会
場
を
求

め
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
今
後
、
国
立
大
学
担
当
の
準
備

会
が
日
本
中
国
学
会
を
そ
の
校
内
で
行
な
う
の
は
困
難
に
な

る
と
予
測
す
る
。
そ
の
根
本
原
因
は
、
哲
学
会
場
・
語
学
文

学
会
場
の
二
大
会
場
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
も
し

一
会
場
だ
け
だ
っ
た
ら
楽
で
あ
る
が
、
二
つ
も
の
大
き
な
会

場
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

学
外
に
会
場
を
求
め
る
と
き
も
、
依
然
と
し
て
、
こ
の
二
大

会
場
の
設
営
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
規
模

と
い
う
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
れ
て
い
る
。
会
場
使

用
料
が
高
額
に
な
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
土
・
日

に
お
け
る
国
立
大
学
の
電
話
問
題
は
致
命
傷
で
あ
る
。

結
局
、
会
場
使
用
料
、
電
話
の
レ
ン
タ
ル
、
前
後
の
挨
拶
、

清
掃
費
等
、
基
本
的
な
点
で
約
二
十
万
円
を
必
要
と
す
る
。

そ
れ
も
国
立
大
学
の
薄
汚
い
教
室
を
使
っ
て
で
あ
る
。
そ
れ

な
ら
始
め
か
ら
す
べ
て
を
込
み
の
使
用
料
を
準
備
し
て
、
設

備
の
と
と
の
っ
た
会
場
専
用
の
と
こ
ろ
を
利
用
す
る
ほ
う
が

造
か
に
賢
明
で
あ
る
。
「
清
貧
」
が
す
べ
て
で
は
な
か
ろ
う
。

会
場
予
定
の
吹
田
市
文
化
会
館
へ
行
っ
て
驚
い
た
の
は
、
す

で
に
い
ろ
い
ろ
な
学
会
が
利
用
し
て
い
る
事
実
で
あ
っ
た
。

日
本
中
国
学
会
は
大
学
ば
か
り
を
会
場
に
し
て
き
た
が
、
そ

れ
が
唯
一
の
方
法
と
は
限
ら
な
い
。

私
は
第
四
十
五
回
大
会
の
責
任
者
と
し
て
、
（
一
）
可
能

な
限
り
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
、
（
二
）
せ
っ
か
く

一
堂
に
会
す
る
以
上
、
研
究
発
表
以
外
に
な
に
か
土
産
を
得

て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学
術
参

考
ビ
デ
オ
、
適
塾
参
観
等
）
、
（
三
）
会
員
相
互
の
一
層
の

親
睦
化
の
場
所
・
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
三
者
を

骨
子
と
し
て
計
画
を
練
り
つ
つ
あ
る
。

＊
大
阪
大
学
中
国
学
会
会
員
諸
氏
に
は
、
日
本
中
国
学
会
第
四

十
五
回
大
会
に
、
ぜ
ひ
の
御
出
席
を
懇
請
申
し
あ
げ
る
。

（
加
地
伸
行
）
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